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保護者の皆さんへ 

しらぎく幼稚園 
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園⾧だより「かけはし」 

初夏を迎えました。幼な葉、若葉、青葉と一日毎に様相を変えて行く草木が、生き生きと命の漲りを

伝えます。雨の入園式から、すでに三週間以上が過ぎました。それぞれの家庭から、元気に抜け出して

きた子ども達は、まさに十人十色で、特に新しく年少さんや最年少さんになった子たちは四方八方に

動くエネルギーを慣れない園生活で発散し、職員はそのエネルギーを全身で受け止めて一日を送って

います。そして職員のアシストで子どもたちの園 

生活への順応は、驚く程早いです。また、4 月 17 

日より給食も始まりました。食事の準備、食事の 

ご挨拶、きちんと座って食べること、食後のお片 

付け等々。特に年少さん、最年少さんは少しずつ 

自分でできるようになってきています。集団生活 

の中で、お互いにお友達のやることを見ながら、 

みるみる覚えていっているようです。今後も徐々 

に園生活をする上での基本を、しっかりと身につ 

けていってくれればと願っています。 

「自分の行動でよい方向に変わる経験」 

子どもの頃に自分で選んで決めたことで物事がうまく好転したという、ある種の成功体験をしてこ

なかった人は、変化を恐れ、現状維持を一番に考え、大人になってからもいろいろな責任を負いたくな

いという考えをもってしまうことがあります。現状維持も大切なことですが、変化を起こすにはそれ

なりの労力が必要だと経験をすることも人生において必要なことです。そのためにも家庭で子どもが

自分の行動を決める経験を少しずつさせていくことが大切だと考えます。まずは幼児期にたとえば自

分の着る服を決めさせるというような簡単なことから始め、こういう場合はどうするの？と問いかけ

たりして本人の意思を聞いていってください。親の気持ちが優先しすぎて習い事や塾を選んだりする

と嫌がったりして逆に嫌いになってしまうことも出てきます。急がず上手に話を進めていき、本人の

気持ちをよく聞いて決断していくことが大切かと思います。保護者の方も中学時代、進学先を決める

場合に保護者と相談しながらも最終的には自分で選択してきたかと思います。１５歳になった時に「お

母さん僕どうしよう」では非常に心配です。さらにその３年後には成人年齢にもなります。もう待った

なしの決断がたくさん訪れるかと思います。そのためにも少しずつ自分で決めさせる習慣をつけてい

くことは大切なことだと思います。甘い決断ばかりする場合もあるのでその時は親として助言をして

いけばいいと思います。ただし最終的には自分で判断して選択させることが肝心です。そうすること

で覚悟が決まり、自分で責任を負うようになります。ですから、先回りして保護者がどんどん決めてし

まうのではなく一つひとつ積み重ねを大切にしていってください。この積み重ねが大人になって責任

を伴う言動をするときの下地になるはずです。 


